
さ
く
ら
て
ん
し

ぎ
ん
な
ん　

ぎ
ん
ち
ゃ
ん

し
い
た
け　

た
け
ち
ゃ
ん

ゆ
ず
ぼ
う
や

フ
ラ
フ
ラ　

フ
ラ
く
ん

あ
じ
さ
い
ひ
め

森
の
モ
リ
く
ん

物
部　

ア
ユ
ち
ゃ
ん

龍
河
洞　

リ
ュ
ー
く
ん

瀧
の
シ
ブ
キ
ち
ゃ
ん

さ
ん
れ
い　

さ
ん
ち
ゃ
ん

土
佐
打
刃
物　

タ
ン
ち
ゃ
ん

か
り
か
り　

モ
モ
コ
ち
ゃ
ん

や
な
せ
た
か
し

Ｃ

　今月満１～３歳の誕生日を迎える

お子さんを紹介します。

ひ
め

く
ん

コ
ち
ゃ
ん

　今月満１～３歳の誕生日を迎える

お子さんを紹介します。

おたんじょうび
おめでとう

※○は土佐山田町、○は香北町、○は物部町です。香山 物

申し込みは誕生月の前月１日まで 。     

　　総務課    ☎５３－３１１２問

た
だ
い
ま

No.２０９

や
な
せ
た
か
し

Ｃゆ
ず
ぼ
う
や
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ハ
ニ
・
セ
イ
バ
ー
・
ア
ブ
デ
ル
サ
ラ
ム

・
フ
ァ
ラ
グ
・
エ
ル
ベ
ヒ
リ

エ
ジ
プ
ト
・
ア
ラ
ブ
共
和
国

　

こ
ん
に
ち
は
。
私
は
エ
ジ
プ

ト
・
ア
ラ
ブ
共
和
国
出
身
の
ハ

ニ
・
エ
ル
ベ
ヒ
リ
で
す
。
現
在
、

高
知
工
科
大
学
の
博
士
後
期
課

程
で
、
大
気
学
、
特
に
低
周
波

と
そ
の
伝
播
を
専
攻
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
津
波
現
象
に
も
興

味
が
あ
り
、
低
周
波
技
術
を
使

っ
た
津
波
研
究
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

私
は
い
つ
も
日
本
の
文
化
と

技
術
革
新
に
魅
了
さ
れ
て
い
て
、

私
の
故
郷
、
ナ
イ
ル
川
デ
ル
タ

地
帯
に
位
置
す
る
都
市
「
マ
ン

ス
ー
ラ
」
と
ど
こ
か
似
て
い
る

よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　

私
が
日
本
へ
の
留
学
を
決
心

し
た
の
は
、
そ
の
先
進
的
な
教

育
制
度
や
、
伝
統
と
革
新
が
融

合
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
と
こ
ろ
に

惹
か
れ
た
か
ら
で
す
。
技
術
や

芸
術
へ
の
日
本
の
ひ
た
む
き
な

姿
勢
に
心
か
ら
刺
激
を
受
け
、

こ
の
環
境
を
肌
で
感
じ
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

　

来
日
以
来
、
特
に
香
美
市
の

美
し
い
風
景
に
感
動
し
、
平
和

で
人
々
と
の
結
び
つ
き
が
強
く
、

私
は
自
分
の
家
に
い
る
よ
う
な

気
分
で
す
。
こ
ち
ら
の
生
活
は
、

勉
強
と
自
然
探
索
が
見
事
に
両

立
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
人
々

の
お
も
て
な
し
は
、
と
て
も
心

が
温
ま
り
ま
す
。

　

高
知
に
来
て
最
も
楽
し
か
っ

た
こ
と
の
ひ
と
つ
は
、
地
元
の

祭
り
を
訪
れ
て
花
火
を
見
た
こ

と
で
す
。
楽
し
く
て
忘
れ
ら
れ

な
い
経
験
で
し
た
。
さ
ら
に
、

桂
浜
を
訪
れ
た
こ
と
も
忘
れ
ら

れ
な
い
思
い
出
で
す
。
素
晴
ら

し
い
景
色
を
見
な
が
ら
歩
く
と
、

い
つ
で
も
幸
せ
な
気
持
ち
に
な

り
ま
す
。

　

香
美
市
の
皆
さ
ん
、
私
を
快

く
迎
え
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

こ
ち
ら
で
も
っ
と
多
く
の
思
い

出
を
作
り
、
多
く
の
日
本
の
友

人
と
良
い
関
係
を
築
く
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
！

ご応募をおまち

しています

第４８回  曽我部川と曾我氏の説説

　曽我部川地区は、国分川の上流部で、高速道路

「曽我部川陸橋」の巨大構造物で知られる。この

地区の開発は、鎌倉初期と考えられる。

　曽我部川の字に「西伊豆ヶ谷」がある。明治初

期の地租改正に伴う字名の創設と思われる。村識

者の伊豆ヶ谷に、伝承の意図を感じる。古代豪族

蘇我氏系列で鎌倉初期、伊豆国で曾我を称した源

氏の武将に曽我氏がある。

　工藤祐経は、同族伊豆の河津祐泰を暗殺した。

伊豆河津（河津桜の発祥地）の領主であったと考

える。理非の所在や裁判内容は分からない。息子

兄弟は、幼少であったと言われ、母の出里か一族

の中で辛酸をなめ、武術に励んで成人したのであ

ろう。

　１１９３年（建久四）５月、源頼朝主催の富士

野の巻狩場で、父の仇工藤祐経を曾我十郎祐成、

五郎時致の兄弟で仇討ちを果たす。兄祐成は、そ

の場で、仁田忠常に討たれ、弟は、五郎丸に捕縛

された後に斬られたという。

あざ

すけつね

すけなり

もののべ

じしゅう

しょくしょう

ときむね

　世に赤穂浪士と共に武人の鑑と称された「曾我

兄弟の仇討ち」である。箱根の時宗の僧が口伝を

集成、室町～南北朝期に関東に流布、比叡山僧が

増補したという。「蘇我物語」で民衆に支持され、

文学や芸能に大きな影響を与えた。親兄弟の怨念

を晴らす行為は、世の常のこと。民衆受けを狙っ

て脚色されていることであろうとは想像される。

　曽我部川に伊豆の字が見えることは、曽我と伊

豆は無縁ではない。伊豆曾我氏の一族が部の役職

を賜った。部は、物部氏や紫式部などの職掌統轄

を示すもの。「和名鈔」（９３８年成立）に、土

佐国長岡郡に「宗我」（曽加倍）が見える。６７

２年（天武元）８月、壬申の乱に、左大臣蘇我赤

兄は、土佐安芸に流されて、以降、大領職（蘇我

部か）で、県東部に広がったと伝承される。平安

初期には、一族蘇我氏が入国していた。曽我部川

との関連は分からない。この説は、曽我部川先人

の思いと共に、確度が高いと考えられる。香南野

市町の香宗我部氏、岡豊城の長宗我部氏は、香我

美郡と長岡郡の区分から頭に郡名を冠したものと

言われ、蘇我一族と考えられる。

※ ｢蘇我｣ ｢曾我｣ ｢曽我｣ の正確な区別までは不明のため、使い方が
　 誤っているかもしれないが、了承いただきたい。

（香美市文化財保護審議会・岡村）

◆
天
空
の
郷
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

土
佐
山
田
町
佐
岡
地
区
公
民

館
か
ら
佐
竹
地
区
の
「
天
空
の

郷
」
を
目
指
し
て
、
自
然
の
中

を
の
ん
び
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し

ま
す
。
地
元
の
方
の
お
接
待
や

ミ
ニ
ラ
イ
ブ
な
ど
も
行
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
 

雨
天
中
止

【
日
時
】
12
月
１
日
（
日
）　

10
時
集
合
～
15
時
頃
解
散
予
定

【
集
合
場
所
】
佐
岡
地
区
公
民
館

【
定
員
】
70
人　

※
 

先
着
順

【
注
意
事
項
】

・
飲
み
物
や
お
弁
当
は
各
自
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

・
事
前
申
込
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
先
】

佐
岡
地
区
公
民
館
（
宗
石
）

☎
０
９
０
・
４
３
３
４
・
７
３
３
４

掲　

示　

板

◆
相
続
登
記
リ
レ
ー
相
談
会

　

本
年
４
月
１
日
に
相
続
登
記

の
申
請
義
務
化
が
施
行
さ
れ
た

こ
と
を
受
け
、
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。
遺
言
や
遺
産
分
割
協

議
、
相
続
登
記
全
般
に
つ
い
て
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
 

相
談
無
料
・
予
約
不
要

【
日
時
】

11
月
30
日 (

土)

10
時
～
13
時

【
場
所
】
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
香
北

【
問
い
合
わ
せ
先
】

高
知
県
司
法
書
士
会

☎
０
８
８
・
８
２
５
・
３
１
４
３

◆
土
佐
山
田
・
あ
ー
と
リ
ン
ク

　

香
美
市
立
美
術
館
と
２
つ
の

ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
結
ぶ
イ
ベ
ン
ト

「
土
佐
山
田
・
あ
ー
と
リ
ン
ク

V
o
l.4

」
を
開
催
し
ま
す
。
３
つ

の
施
設
を
巡
る
ま
ち
歩
き
を
楽

し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
や
「
ま
ち
じ
ゅ
う

お
で
か
け
図
書
館
」
の
ほ
か
、

今
年
は
「
の
き
さ
き
美
術
館
」

が
初
登
場
し
ま
す
。
お
気
軽
に

２７ Kami
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第 １７３回　かみかみクイズ　 今月の賞品今月の賞品

(山田高校マンガ部)

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

11
月
２
日 (

土) 

～
10
日 (

日) 

10
時
～
17
時

※
 

美
術
館
は
11
月
５
日
休
館

【
場
所
・
料
金
】

①
香
美
市
立
美
術
館
＝
一
般

310
円

※
 

高
校
生
以
下
無
料
／
そ
の
他
割
引
あ
り

②
か
ふ
ぇ
＆
ぎ
ゃ
ら
り
ー

　
　
　
　
　

ぐ
ら
ん
ま
＝
無
料

③
ギ
ャ
ラ
リ
ー
樹
下
の
舎
＝
無
料

【
問
い
合
わ
せ
先
】

ギ
ャ
ラ
リ
ー
樹
下
の
舎

☎
53
・
５
１
０
４

◆
香
美
市
中
学
生
弁
論
大
会

　

香
美
市
の
中
学
生
に
よ
る
弁

論
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
入

場
料
無
料
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
11
月
13
日 (

水)

13
時
30
分
～
15
時
30
分

【
場
所
】

香
美
市
立
中
央
公
民
館

【
問
い
合
わ
せ
先
】

福
祉
事
務
所

☎
53
・
３
１
１
７

▲ イベントの
 詳細はこちら
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